
目
次

は
じ
め
に　
　

２

第
１
章　

五
感
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
子
供
時
代

家
か
ら
見
え
る
景
色
は
タ
カ
ラ
モ
ノ　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

12

立
山
連
峰
は
元
気
の
源　
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　
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受
け
継
が
れ
る
才
能　
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　
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第
２
章　

子
供
時
代
に
培
っ
た
感
性
が
才
能
を
養
う
き
っ
か
け
に

直
感
は
現
在
に
つ
な
が
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

24

後
に
な
っ
て
わ
か
る
こ
と　
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

28

と
ら
え
方
次
第
で
現
実
が
変
わ
っ
て
い
く　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

32

積
み
重
ね
た
先
に
あ
る
も
の　
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―
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―
―
―
―
―　
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第
３
章　

星
読
み
と
の
出
会
い
が
魂
の
成
長
を
加
速
さ
せ
る

子
供
の
出
生
図
か
ら
星
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

44

星
は
時
に
自
分
の
課
題
を
教
え
て
く
れ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

47

経
験
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
く　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

54

星
が
導
い
て
く
れ
た
大
麻
飾
り
職
人
の
道　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

59

父
か
ら
の
大
き
な
ギ
フ
ト　
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

65

地
元
を
離
れ
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
た　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　
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第
４
章　

感
性
と
自
分
の
特
質
を
信
じ
て
進
む

ヘ
リ
オ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
占
星
術
で
新
た
な
世
界
が
広
が
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

82

ア
イ
デ
ア
は
日
々
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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87

日
々
の
生
活
で
惑
星
を
使
っ
て
い
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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94

聞
く
こ
と
で
、
そ
の
方
の
特
質
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　
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第
５
章　

人
生
を
変
容
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
数
々
の
出
会
い

前
田
陽
子
さ
ん
と
の
出
会
い
で
心
と
体
に
変
化
が
起
こ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

106

陽
子
さ
ん
と
ロ
ブ
さ
ん
と
の
出
会
い
で
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
が
癒
や
さ
れ
て
い
く　

――
―　

111

ハ
ー
ト
で
つ
な
が
る
ご
縁
に
恵
ま
れ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

118

押
戸
石
で
の
偶
然
の
出
会
い
が
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―　

125

武
さ
ん
と
の
不
思
議
な
出
会
い　
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―
―
―
―
―
―
―
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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